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大阪府立大学が公立大学としての存在意義を高め、地域に信頼さ
れる存在となるためには、地域社会や産業界を牽引する人材が本学
から持続的に巣立ち、広く世界に翔く（はばたく）ことでその証を立て
なければならない。それらを追求するため、日本のみならず世界の研
究型大学の変革の起点となり、地域に信頼される知の拠点となるべ
き基本理念を表す言葉として、「高度研究型大学～世界に翔く地域の
信頼拠点」を掲げている。

本学が目指す大学像の実現には「多様」「融合」「国際」という3つ
のキーワードがある。革新的な知を創出する拠点となるためには、年
齢・性別・国籍の違いを超えて、異なる価値観や経験・背景をもつ「多
様」な人材が集い、互いに知的触発を受ける環境が不可欠である。
そのうえで多様な人材が切磋琢磨し価値を「融合」することで新しい
知を創生し､そして「世界」に発信する。

したがって本学は、多様性の実現こそが今後の教育研究の活力の
源泉であるとの認識の下、若手研究者や外国人研究者、女性研究
者がそれぞれの能力を最大限に発揮できるよう、本学構成員の意識
改革、環境の整備、支援相談システムの構築などを推進する。そして、
活力あふれる「知」の創造の場を形成し、本学の理念を実現する。

事業の目的

異分野融合・共同研究の女性研究リーダーへの支援、女性上位職の
両立支援など、産学官連携に強みを持つ本学の女性研究リーダー育成
のための取組を推進します。

目標と行動計画

第３期（平成２９～３４年度）中期計画と中期目標に目標・行動計画を
位置づけます。

•平成２８年度以後、新規採用における女性教員比率３０％

•平成３２年度に、女性教員比率２１％

•女性教授ゼロの部局ゼロ

•上位職（教授・准教授・講師）における女性比率２３％

•上位職（副学長・理事・学長補佐）における女性比率２５％

取組の概要

•学内にダイバーシティ研究環境研究所を設立し、女性研究者リーダー
の育成と上位職に就くための支援を行います。

•女性比率の数値目標達成のための計画を部局ごとに取り組み、高成
果の部局にインセンティブを付与して支援します。

•若手女性研究者の支援として、パーソナル・ポートフォリオ（上位職へ
のロードマップを含む）の活用と研究力強化プログラムを実施します。

実施体制

大阪府立大学

ダイバーシティ研究環境研究所
〒599-8531 
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■ 女性教員・研究者数、比率の増加のための取組を行います。

部局単位で、一定の女性研究者採用比率を確保する人事計画を策定
し実施します。

部局の取組のうち、目標達成度の高い部局にダイバーシティ研究環境
整備費を付与して支援します。

女性上位職の両立支援および、博士研究員・教員（特認含む）の研究
とライフイベントとの両立・復帰支援として、研究支援員の配置などを
行います。

■ 異分野研究領域を融合した研究の促進　　 ■ 理系女子人材の発掘とキャリア支援　　 ■ 公立大学としての地域連携力の活用

■ 女性若手研究者（助教および准教授以下の新規採用者）に対して、分野
横断的に女性メンターを配置します。

■ ダイバーシティ研究環境研究所コーディネーターと、女性メンター、担当
ＵＲＡが連携し、研究者のパーソナル・ポートフォリオ（昇任に向けてのロー
ドマップを含む）を作成し、研究力向上の支援を行います。

ダイバーシティ研究環境研究所 の取組

ダイバーシティ研究環境基盤整備

スキルアップ支援プログラム

RESPECT（研究実践力強化支援プログラム）

その他

外部資金獲得のためのスキルアップ
「外部資金獲得セミナー」
目的

研究成果を海外へ発信する力をつけること
「英語論文作成セミナー」
目的

プレゼンテーション力及び教育力の向上
「プレゼンテーション力向上セミナー」
目的

研究チームや研究室・部局を運営するマネジメント力の
ある上位職の養成

「マネジメントセミナー」
目的

目　的
女性研究者がリーダーシップを発揮し、研究グループを形成して研究活動を推進するために、
インセンティブを付与し、研究の加速を支援します。

採択後の実施事項

•研究内容に関する英文ホームページ開設、および英語でのプレゼンテーション（年 1 回）、自分の課題解決に必要なスキルアップ支援プログラムへの参加

•採択後2年以内に、以下のいずれか１項目を実施すること
　 A）学会、講演会、セミナー等での発表　B）論文、雑誌等への投稿　C）外部研究資金申請　D）特許出願
　 E）企業等との共同・受託研究等契約　F）記者発表・取材等

インセンティブ

•研究支援員雇用、研究に関わる経費（物品購入、英文校正費、国内旅費など）の支援

•コーディネーターやURA（リサーチ・アドミニストレーター）による各種マッチング支援、外部研究資金獲得支援

•若手研究者（准教授以下）へのメンターの配置

研究活動の区分

女性研究者支援センターが行っている支援事業
（ワーク・ライフ・バランス支援）

スキルアップ支援プログラム

ＲＥＳＰＥＣＴ

ダイバーシティ研究環境基盤整備
（コーディネーター、分野横断的メンター、ＵＲＡ、
  パーソナル・ポートフォリオなど）
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確実なアウトプット

ロールモデルとして
成果還元・裾野拡大

意欲に応える
実践的プログラム

ダイバーシティ研究環境研究所が行う支援事業

■ スキルアップ支援プログラムの目的と位置づけ　女性研究者を対象としたスキル向上に資するために行うプログラム（1クール1年半）。新規採用の若手女性研究者は必修。

■ RESPECTの目的と位置づけ　女性研究リーダーの育成のため、スキルアップ支援プログラムの上位研修プログラムとして、RESPECTを実践します。

❶ 共同研究リーダーシップ・・・・・ 大学、企業、高専、公設試験研究機関など複数の教育研究機関の研究者が参加する共同研究グループ

❷ グローバルリーダーシップ・・・・ 海外研究者（国内在住者含む）と連携を行う研究グループ

❸ 研究者育成リーダーシップ・・・ 博士研究員、博士課程（社会人含む）在籍、又は進学を目指す女子学生、女子社会人を含む研究グループ

❹ 地域連携リーダーシップ・・・・・ 特に大阪地域の大学、企業、高専、公設試験研究機関など複数機関の研究者との共同研究グループ
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※セミナーについて

スキルアップ・セミナー 公開審査会
（プレゼンテーション審査） RESPECT
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